
わたくし、つまりNobody賞
［池田晶子記念］

趣 旨
　日本語による「哲学エッセイ」を確立した文筆家・池田晶子は、2007 年 春、さいごまでペンを手放すことなく、駆け抜ける
ようにこの世を去りました。
　著者の意思と業績を記念し、新しい言葉の担い手に向けて、「（池田晶子記念）わたくし、つまりNobody 賞」 をここに
創設いたします。
　この賞は、ジャンルを問わず、ひたすら考えること、それを言葉で表わし、結果として新たな表現形式を獲得しようとする
人間の営みに至上の価値を置くものです。考える日本語の美しさ、その表現者としての姿勢と可能性を顕彰し、応援して
ゆこうとするものです。

●選考基準
この賞は、作品に対して授賞するものではなく、賞の趣旨に
相応しい人物に対して授賞するものです。個別の作品は選考の
対象のひとつにすぎません。
　賞の選考は、個人賛助会員をはじめとする当法人の会員が事
務局に推薦した候補者のなかから、また投稿作品を添えて自ら
を推薦した応募者のなかから、賞の創設関係者等を中心とする
会員の選考メンバーが当該年度の授賞を決定します。会員の推
薦を前提に選考することは他の文学賞などと大きく異なる点の
ひとつであり、この賞が、NPOの非営利活動の一環として行な
われている顕彰であることを示すものであります。
　なお、選考過程に関する事項は一切公表いたしません。

　この賞の基本的な姿勢は、
（一）、その表現者の全体像を選考の対象と置くことにあります。
　言葉でしか表わせないものを語り、語り得ないものを言葉に
しようと努め、試みる人、言葉を信頼しつつ、言葉の在ることを深
く疑い続け、あるいは考えることや感じることが、その人の実人
生の事実を超えて、言葉と一体化して在る人。語られる言葉の
真実をこそ求めようとする、そのように在ることしかできないよう
な、いわば、言葉と討ち死にすることも辞さないとする表現者の
あり方こそ、顕彰すべき事態だと我々は考えます。
　特定の作品のみならず、その表現者の言葉に対する志と姿
勢、可能性を認め、応援してゆこうとする点にこの賞の目的があ
ります。
（二）、その表現者の独自性を選考の尺度とします。
　優れた表現者とは、独り、徒手空拳で新しいスタイルを否応な
く創り出してしまう人であると考えます。
　それが新しいスタイル、新たなジャンルとして認められるか否
かは、むしろそれを受容する側の能力の問題です。たとえば哲

学、文学、評論などといった既成の枠組みに囚われず、あるいは
飽き足らないと感じているなかにこそ、次代を担う才能が潜んで
いると我々は考えます。
　以上の姿勢をもって、我々は選考に臨むものです。
　したがって、選考の対象とする作品は、日本語で書かれたもの
である限り、ジャンル、スタイルを問わず、候補者の知名度に左
右されず、未発表、既発表の如何を問うものではありません。

●運営
この賞は、賞の創設関係者が中心となって設立した「NPO法

人 わたくし、つまりNobody」が主催、運営するものです。
当法人内に設置する事務局が実務を担当いたします。
　当法人の活動は、多くの個人会員と団体会員の方々の賛助に
よって支えられ、その篤志と協賛、寄付によって維持されています。
すなわち、この賞は、新しい言葉の担い手を励まし応援しようと
する多くの人々の連帯によって成り立っているものです。

●発表と表彰
顕彰は、年に一回、行ないます。
初春に、過ぐる年度を中心とした作品と候補者を選考し、決定

します。
　その後、報道およびホームページ等により受賞者を発表し、3
月3日を通例に表彰式および記念講演会を開催いたします。 
（土日の場合は、翌月曜日）
　正賞として記念メダル「メビウスの帯」を、副賞として賞金100
万円を、受賞者に贈呈いたします。

●投稿規定
作品を投稿される場合は、以下の事項を厳守ください。

■ 締切
10月末日事務局到着分まで（受付は随時）
■ 枚数　不問
■ 原稿について
原稿は、必ず紙に清書もしくはプリントすること
表紙に、作品名・筆名・400 字詰換算枚数、添付物の有無を
明記すること
＊ただし、電子データのみでの投稿は不可。
■ 必須書類（電子データがあれば添付すること）
1. 作品原稿（紙に印字したもの）、あるいは作品が所収された書
籍（印刷刊行物）
2. 別紙 A　本名、住所、電話番号、年齢、略歴を明記
3. 別紙 B　「作品の要約」（1000 字程度）および「自薦の言葉」
（1000 字程度）
＊投稿後の訂正は、受け付けません。
＊原稿および添付物は一切返却しません。
＊記載事項に虚偽があった場合、選考の対象としません。
＊ご記入いただいた個人情報は、受賞者の発表、該当者への連
絡以外には使用しません。選考後、受賞者以外の個人情報は速
やかに廃棄いたします。
■ 送付方法
書留郵便・宅配便等、配達および受取記録が確認できる方法で、
以下事務局までご郵送ください。
＊普通郵便による郵送、直接の持参は、受取を謝絶いたします。

〒103-0021
東京都中央区日本橋本石町 3-3-16
日本橋室町ビル7F
わたくし、つまりNobody 事務局

■ 選考結果と表彰
受賞者のみを本サイト上にて発表します。
選考過程、選考結果に関するお問い合わせには一切応じません。
＊表彰式　毎年 3月3日 （土日の場合は、翌月曜日）
＊正賞　メビウスの帯　　副賞　金100万円
■ 注意事項
以下の注意事項をご了承の上、ご投稿ください。
1. 選考対象となった作品が、第三者の著作権・著作者人格権を
侵害し、または侵害する恐れの生じた場合の処理と責任の一切
は、当事者である作品の作者に帰するものであります。この賞お
よび当法人は、その責を負わず、紛議紛争が生じた場合には一
切関与いたしません。
　この賞の受賞者に、受賞前および受賞後において、第三者の
著作権・著作者人格権を侵害する明らかな事実が判明した場
合には、遡って当該受賞を失格、無効とする措置をとりますので
ご了承ください。
2. 受賞者とその実績とされた該当作品については、この賞を受
賞された事実と併せて、受賞者の紹介と作品の内容紹介を印刷
物、ホームページ等によって告知、公表いたしますのでご了承くだ
さい。

（池田晶子記念）わたくし、つまりNobody賞
賞について
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この賞は、作品に対して授賞するものではなく、賞の趣旨に

相応しい人物に対して授賞するものです。個別の作品は選考の
対象のひとつにすぎません。
　賞の選考は、個人賛助会員をはじめとする当法人の会員が事
務局に推薦した候補者のなかから、また投稿作品を添えて自ら
を推薦した応募者のなかから、賞の創設関係者等を中心とする
会員の選考メンバーが当該年度の授賞を決定します。会員の推
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ひとつであり、この賞が、NPOの非営利活動の一環として行な
われている顕彰であることを示すものであります。
　なお、選考過程に関する事項は一切公表いたしません。
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（一）、その表現者の全体像を選考の対象と置くことにあります。
　言葉でしか表わせないものを語り、語り得ないものを言葉に
しようと努め、試みる人、言葉を信頼しつつ、言葉の在ることを深
く疑い続け、あるいは考えることや感じることが、その人の実人
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いると我々は考えます。
　以上の姿勢をもって、我々は選考に臨むものです。
　したがって、選考の対象とする作品は、日本語で書かれたもの
である限り、ジャンル、スタイルを問わず、候補者の知名度に左
右されず、未発表、既発表の如何を問うものではありません。

●運営
　この賞は、賞の創設関係者が中心となって設立した「NPO法
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　当法人の活動は、多くの個人会員と団体会員の方々の賛助に
よって支えられ、その篤志と協賛、寄付によって維持されています。
すなわち、この賞は、新しい言葉の担い手を励まし応援しようと
する多くの人々の連帯によって成り立っているものです。

●発表と表彰
　顕彰は、年に一回、行ないます。
　初春に、過ぐる年度を中心とした作品と候補者を選考し、決定
します。
その後、報道およびホームページ等により受賞者を発表し、3

月3日を通例に表彰式および記念講演会を開催いたします。
（土日の場合は、翌月曜日）
　正賞として記念メダル「メビウスの帯」を、副賞として賞金100
万円を、受賞者に贈呈いたします。
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よび当法人は、その責を負わず、紛議紛争が生じた場合には一
切関与いたしません。
　この賞の受賞者に、受賞前および受賞後において、第三者の
著作権・著作者人格権を侵害する明らかな事実が判明した場
合には、遡って当該受賞を失格、無効とする措置をとりますので
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調査の概要 ～ 企業 vs 大学生 ～

目的

県内のSDGsの取り組みが積極的とは言い難い現状の中、そ

の改善のため県内企業と大学生のSDGsに対する取り組み状

況や認識の違いを把握するため。

対象

沖縄県内大学生（総サンプルサイズ：N = 182）

・沖縄国際大学（n = 27）、名桜大学（n = 28）、

琉球大学（n = 88） ※ 50音順

・その他の大学（n = 39）

沖縄大学（n = 15）、沖縄キリスト教学院（n = 3）

沖縄キリスト教短期大学（n = 2）、県立看護大学（n = 16）、

県立芸術大学（n = 3）、※ 50音順

方法
GoogleフォームによるWebアンケート

・大問：14、小問：22 ・回答方法（5択「その他」は記述）
・時期：2020年12月3（木） ～ 12月16日（水）

回収結果
・回答者に琉球大の学生が多く、大学間でサンプルに偏り（琉大生

= 48.4％[37.5％]、4年次性 = 48.9％[24.8％]）がある。

1

©DENTSU OKINAWA INC.

危うい？沖縄SDGsの未来

13%

11%

21%

13%

14%

8%

30%

11%

8%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他の大学

沖縄国際大学

名桜大学

琉球大学

総計

既取組 & 取組予定・検討中 既知・未取組
未知・認識 未認識

X-squared = 14.358, df = 9, p-value = 0.1101

Q．SDGsに関する認知・取組状況〈択一〉

既取組
大学（8 ％）

vs 産業（80 ％）

（SDGs）未認知

大学（12 ％）
vs 産業（0 ％）

【取組・認知】

進む“産業（企業）”

遅れる“大学（大学生）”

既取組中
& 取組予定

大学平均（総計）
（14 ％）

琉球大学（13 ％）

名桜大学（21 ％）

未認識

大学平均（総計）
（12 ％）

琉球大学（8 ％）

沖縄国際大学（30 ％）

大学間の差異は
“見せかけ”

80%

8%

26%

0%

12%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産業

大学

総計

既取組 取組予定・検討中 既知・未取組
未知・認識 未認識

X-squared = 130.28, df = 4, p-value < 2.2e-16
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SDGsに無関心なのは個人の資質？

77%

33%

48%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産業

大学

総計

やっている やる予定 未定

やらない予定 やっていない

X-squared = 56.126, df = 4, p-value = 1.887e-11

20%

26%

43%

36%

33%

0% 50% 100%

その他の大学

沖縄国際大学

名桜大学

琉球大学

総計

やっている やる予定 未定 やらない予定 やっていない

X-squared = 12.679, df = 12, p-value = 0.3928

Q．SDGs理解のための情報収集・学習〈択一〉

やっている
大学（33 ％） vs 産業（77 ％）

【情報収集・学習】

（やはり）

進む“産業（企業）”

遅れる“大学（大学生）”

やっている

大学平均（総計）（33  ％）

琉球大学（13 ％） 名桜大学（43 ％）

大学間の差異は “見せかけ”
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SDGsに無関心なのはシステム要因？
Q．SDGｓを知った経緯〈択一〉

メディア

46%

取引先からの

情報提供

2%

所属団体からの

情報提供

13%

自社の社員

からの情報提供

26%

社内外からの

対応要請を受けて

13%

本業関連

54%

産業（企業）

X-squared = 37.102, df = 5, p-value = 0.0000005715

Findings 1：産業（企業）と言えども、単独の主たる情報ソースは“メディア”

⇒ やみくもに産業（企業）から講師を招聘しても、メディア情報の焼き直しか？

Main Findings：（俯瞰して見れば）“本業関連” の情報ソース（産業（企業）54％、
大学（大学生）57％）が最大

⇒ “本業におけるSDGs情報の拡充”が“啓発最大のカギ”!?

Findings 2：（一般論で言えば）大学生をSNSから、メディア（テレビ等）へどう引きき戻す

かが“啓発のカギ”？

中高の授業・研修等

8%

就職活動関連, 

6%

本業関連

（大学の授業）

57%

メディア

24%

友人・家族

6%

大学

X-squared = 115.75, df = 4, p-value < 2.2e-16
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続）SDGsに無関心なのはシステム要因？

0% 50% 100%

その他の大学

沖縄国際大学

名桜大学

琉球大学

総計

1年次 2年次 3年次 4年次

22%

5%

70%

17%

24%

X-squared = 57.223, df = 9, p-value = 0.000000004579

Q．SDGｓを知った経緯 =“授業”

15%

38%

38%

41%

36%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年次

2年次

3年次

4年次

総計

やっている やる予定 未定 やらない予定 やっていない

X-squared = 5.8529, df = 12, p-value = 0.9233

Q．琉大生の学年別SDGs理解のための
情報収集・学習〈択一〉

7

1・2年次の授業

大学平均（総計）
（22 ％）

琉球大学（0 ％） 名桜大学（70 ％）

大学間で、

“明確な差”が！

琉大生の年次別のSDGsへの感度

琉大平均（36 ％）

1年次（15 ％） 2年次（38 ％）

3年次（38 ％） 4年次（41 ％）

明らかに“低い” 、

初年次生の感度（関心）

5
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まとめ

・次代の県民、産業（企業）人（= 大学生）の関心は予想に反し低い

・産業（企業）人もSDGsの情報ソースは“メディア”に過ぎない

・（最も重要な情報ソースは）“本業”（産業 = 業務、大学 = 授業）

意識的な

“初・低年次（共通教育）SDGs教育”

の拡充を !?

琉球大学への提言

6
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5
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ご清聴有難うございました

6

電通沖縄（株）Team SDGs OKINAWA

琉球大学
国際地域創造学部・観光地域デザインプログラム
観光経済・統計学ゼミ

・笹澤 美陽
・新崎 響 ・大城 和輝 ・金城 凪沙 ・関屋 安莉
・知念 杏珠 ・比嘉 杏理 ・比嘉 有伶 ・福嶋 京香
・普久原 彩香 ・與儀 蒼
・高江洲 理奈 ・竹村 梨華子 ・屋比久 芽生

（指導教員）金城 盛彦



琉球大学ブランド商品開発支援事業 事業概要 

〇趣旨・目的 

これまで企業との共同研究により様々な商品開発を行ってきたが、琉球大学の名前を

冠した商品開発やこれに伴う地域活性化も期待されている。このため、研究推進機構（R1

までは地域連携推進機構）では、本学の有する研究シーズ、事業アイディア、ノウハウ、

ビジネスモデル、デザイン等の知的資産を活用した「琉球大学ブランド商品」の開発を支

援する。 

○実施内容と方法

 琉球大学の有する知的資産を活用した商品開発には「商品化アイディア検討」「マーケ

ット調査」 「商品コンセプト策定」「商品試作」「販路開拓」等の様々な課題について「深

い調査」「慎重な 検討」「具体的な対応」を行う必要がある。  

 このため、本機構の産学連携・知的財産チームを中心に、学外の専門家等も交え、アイ

ディアから販売までの段階を継続的・総合的に支援する。併せて商品試作等の経費も支援

する。 

支援総額：H28年度 300万円、H29・30・R1・R2年度 500万円 

〇開発商品 

平成 28年度：「琉球大学の泡盛」「琉球大学カレー」 

平成 29年度：「Sun Lover（化粧水）」、「琉大精油」 

平成 30年度：「チャンプルースタディ 食べて学べるシマ野菜パン＋スープセット（仮称）」 

「石垣島のミルクと乳酸菌 のむヨーグルト」 

令和元年度：「贅沢シークヮーサーポリフェノールクッキー」 

「健康そば（ノビレチン配合そば）」「シークヮ－サー胡椒」 

「琉大ハニーグラノーラ」 

令和 2年度：「琉大アグー 琉覇」「うーじ・ゆいバーサル縁石（仮称）」 

総務部総務課広報係01
テキストボックス
資料３





令和 2年度 琉球大学ブランド商品開発支援事業 

商品説明 

学内関係者名 

◎建本秀樹 (農学部 家畜繁殖学研究室)，獺越真土(以下，農学部 家

畜繁殖学研究室；修士 2年，)野間智映子 (修士 2年)，伊禮優希 (修士 1

年)，平井 萌 (修士 1年)，増田裕翼 (学部 4年) 

学内連絡先 
総合企画戦略部研究推進課産学連携推進係 

TEL:098-895-8031、MAIL:sangaku@acs.u-ryukyu.ac.jp 

連携企業名 農業生産法人 有限会社 我那覇畜産 

連携企業 

連絡先 

農業生産法人 有限会社 我那覇畜産 代表取締役 我那覇 崇 

0980-55-8822 

E-mail: ganaha69@kushibb.jp 

商品名 琉大アグー 琉覇 

商品特徴 我が国，唯一の在来豚である沖縄在来豚アグーにおいては，第二次世

界大戦の戦禍の影響ならびに戦後復興時の一般西洋豚の大量流入に伴

い，その数が著しく激減しました。そして，昭和 58 年頃から北部農林高等

学校で，当時かろうじて現存していた 20 頭のアグー雑種豚を用いた戻し

交配を繰り返し行った結果，戦前のアグーの形態を示すアグー（以下，純

粋系アグー）が復活されました。しかし，純粋系アグーには長期にわたる

小集団内での戻し交配による近交退化に起因した繁殖能力と耐病性の

低下が認められます。一般に，ブタでは，雑種の方が繁殖能力，産肉能

力および耐病性が顕著に強化され，一方，純粋系の維持管理は非常に

難しくなります。これを雑種強勢と言います。また，昨年，1 月 8 日に発覚

した沖縄県での豚熱(CSF)により，大量に殺処分されたブタの中にアグー

も含まれていたことは記憶に新しいところです。 

純粋系アグーでは，一回当たりの射出精子数が 120～200億匹であり，

一般西洋豚の約1/3～1/2程です。しかも，沖縄の高温多湿の夏季には，

その精子数は一層減少し，精子の運動性や活力も低下してしまいます。

すなわち，雄アグーの繁殖能力が著しく低下し，交配に用いるのが困難な

状況に陥ります。そこで，4 年前から，我々は我那覇畜産と一緒に，年間

を通して安定的にアグーブランド豚を生産する体制を構築すると共に，沖

縄県民の財産である貴重な純粋系アグー種を後世にまで保存すべく，実

用化レベルで使用可能なアグー凍結精子の作製に本格的に取り組みま

した。ウシ精子とは異なり，世界的に見てもブタ凍結精子の作製技術は産

業的には未だ実用化されていません。この難題を解決すべく，それまでの

約 15年にわたる当研究室の基礎的研究結果の蓄積を元に我那覇畜産と

一緒に試行錯誤を重ねて，この度，遂に，アグー凍結精子を用いての安

定したアグーブランド豚の生産体系の構築に成功しました。 



先にも述べたとおり，夏季

には雄アグーの繁殖能力は

著しく低下し受胎率等が大きく

低下します[通常の液状精液

での受胎率は 54% (108/199)，

分娩率は50% (100/199)]。しか

し，我々が作製したアグー凍

結精子を用いて，最も暑さの厳しい 7～9 月に一般西洋豚ケンボロー種に

人工授精を行ったところ，80% (20/25)の受胎率，68% (17/25)の分娩率，平

均 7.9 頭の一腹産子数が得られました。しかも，一般にブタの場合，12 時

間間隔で計 2 回の人工授精を行うのですが，我々の結果は 30 億匹の凍

結融解精子で 1 回の人工授精によるものです。すなわち，我々が作製し

たアグー凍結精子は，非常に高いレベルで実用化に到達したことが証明

されました。この純粋系アグー凍結精子を用いた新しい生産技術体系を

活用することで，年間を通して

安定生産されるアグーブラン

ド豚を「琉大アグー 琉覇」と

し，現在，商標登録出願の準

備中です。なお，我々の凍結

精子作製技術は，アグーのみ

ならず一般西洋豚にも流用で

きます。 

我々はミトコンドリアの障害

を如何にして防ぐかに焦点を絞り，日々の研究を重ねてきました。特に，

純粋系アグーの射出精子の性状が良く，耐凍能（凍結に対する抵抗性）

が上がる 1 月～3 月上旬の期間は，研究室の学生を含めた全員が，遅く

まで頑張って，凍結精子の作製と凍結融解後の精子性状のチェックを繰

り返す日々です。そして，我々は，未だ実用化されていないブタ凍結精子

を実用化レベルにまで引き上げることに成功した次第です。 

販売価格（税込） 我那覇畜産による各種アグーブランド豚の販売価格。 

販売時期 商標登録が完了した後の早い時期。 

販売方法 

■店頭販売 

 取扱店（我那覇精肉店，我那覇畜産のアグーブランド豚が既に販売され

ているイオン琉球グループ） 

■ネット通販 

■その他 

 あぐ～豚しゃぶ 我那覇豚肉店 カフーナ旭橋店 



今後の展望 1) 年間を通しての安定したアグーブランド豚の生産体系を強化します。 

現在，実用化レベルの凍結精子は雄アグー4頭中 1頭程の割合で作

製可能です。そこで，凍結精子作製技術に更なる改良を加え，より多く

の純粋系アグーから凍結精子が作製出来るようにし，一層，年間を通し

て安定したアグーブランド豚が生産できる体系を強化します。 

 

2) 純粋系アグーの凍結精子や精液の販売・流通を行い，「琉大アグー 

琉覇」の生産規模の拡大を目指します。 

我那覇畜産を拠点として，純粋系アグーの凍結精子や液状精液の販

売・流通を行うことで，「琉大アグー 琉覇」の生産規模の拡大を目指し

ます。 

 





( )

6 10

1 3

91 91 88 91
82

55
42

22

68

40

72
87

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
0

20

40

60

80

100



g/100 g

89.0 100 100

37.2 41.8 44.4 ± 2.5

51.8 58.2 55.6 ± 2.5

43.5 48.9 44.5 ± 2.5

8.3 9.3 11.1 ± 2.1

C14:0 1.2 1.35 1.4 ± 0.2

C16:0 22.4 25.17 24.3 ± 1.5

C17:0 0.2 0.22

C18:0 13.2 14.83 18.7 ± 1.9

C20:0 0.2 0.22

C14:1

C16:1 1.7 1.91 2.2 ± 0.4

C17:1 0.2 0.22

C18:1 40.6 45.62 42.3 ± 2.5

C18:2 7.2 8.09 10.2 ± 2.0

C18:3 0.5 0.56 0.8 ± 0.2

C20:1 1 1.12

C20:2 0.4 0.45

11,14,17-
C20:3

0.1 0.11

C20:4 0.1 0.11

7 9

12 2
30 1

80% (20/25) [ 54% (108/199)]

68% (17/25) [ 50% (100/199)]

7.9

(10
6 ) (7 9 )







令和 2年度 琉球大学ブランド商品開発支援事業 

商品説明 

学内関係者名 

 

◎富山潤（工学部工学科建設材料学研究室），須田裕哉（工学部工学

科建設材料学研究室），以下学生研究室メンバー，神立晋弥（M2），古

田泰祐(M2)，池田季裕(B4)，小嶺雅仁（B4），佐藤由哉（B4）, 知花開

(B4)，稲福亮(B4)，藤原滉大(B4)，福永和摩(B4),大城藤乃(B3)，平城

有梨(B3)，前田晴樹(B3)，金城雄大(B3)，吉見映輝(B3)，坪井星那(B3)，

井上彰仁(B3)，近藤連(B3)，リベイロ ブルーノ（アドバイザー，京

都大学） ※B:学部生，M:大学院生（修士） 

学内連絡先 総合企画戦略部研究推進課産学連携推進係 

TEL:098-895-8031、MAIL:sangaku@acs.u-ryukyu.ac.jp 

連携企業名 沖縄県コンクリート二次製品協同組合 

開発代表工場：株式会社 キョウリツ 

連携企業 

連絡先 

沖縄県うるま市石川東恩納 1406-99 

内山 忠明（（株）キョウリツ ） 

商品名 〜人と自然環境に優しいコンクリート製品（琉球大学ブランド）〜 

「うーじ・ゆいバーサル縁石」 

商品特徴 本商品開発では，製糖過程で生じる産業副産物であるサトウキビ残

渣（バガス）と残渣の燃焼灰（バガスアッシュ）を，コンクリートの

構成材料である細骨材（砂：天然資源）の一部に代替することで，コ

ンクリート製品製造時の環境負荷低減を可能としたコンクリート（環

境負荷低減型コンクリート）の製造技術を構築しています．  

本商品（うーじ・ゆいバーサル縁石）は，道路用製品として，視覚

障がい者・車いす・自転車・高齢者など支援を必要とする歩行者の歩

行時の安全性および快適性の向上を目的とした「ゆいバーサル縁石」

のコンクリートに，この環境負荷低減型コンクリートを採用した商品

になります．つまり本商品は，歩行者と自然環境に配慮した「人と自

然環境に優しい」という特徴を有します． 

以下に「縁石」および「ゆいバーサル縁石」の補足説明を示します． 

縁石は，車道と，歩道，安全地帯との境界線に敷かれるブロックの

ことで，決して目立つものではありませんが，歩行者と車両の相互の

安全性を高めるために非常に重要な部材です．しかし，車道乗り入れ

部や横断歩道部などの境界には段差があり，視覚障がい者・車いす・

自転車・高齢者など支援を必要とする歩行者の移動のしやすさを制限



しています．この問題を解決するために開発されたコンクリート製品

のひとつが「ゆいバーサル縁石」です．「ゆいバーサル縁石」は，沖縄

県コンクリート二次製品共同組合（県内コンクリート二次製品製造会

社 10 業者から構成）によって開発されたバリアフリー化したユニバ

ーサルデザインの縁石(2016年発表)です． 

（開発検討内容） 

本商品は，琉球大学（開発メンバー：建設材料学研究室，教員・学

生）と沖縄県コンクリート二次製品共同組合（開発代表工場：（株）

キョウリツ）とで開発が進められました．今回はゆいバーサル縁石の

性能を満足するバガスおよびバガスアッシュを用いたコンクリート

の最適配合を決定するため，強度特性，耐久性に焦点を絞り，開発を

進めました．その結果，従来のゆいバーサル縁石と同等の強度性能(管

理値：材齢 2 週強度(σ14)で 35N/mm2 以上，材齢 4 週強度(σ28)で

40N/mm2以上)を確認する配合を決定することができました． 

耐久性については，現在試験継続中で未確認ではありますが，縁石

に鉄筋を使用しないことから塩害による鉄筋腐食に対する懸念はな

いため，今回の商品には特に問題はありません．今後も耐久性試験を

継続して「人と自然環境に優しい長持ちするコンクリート製品」の開

発を目指していきます． 

開発状況として，図-1にバガス・バガス灰およびバガスの引張試験

の様子を，試験結果の一部として，図-2にコンクリートの圧縮強度試

験の結果と試験の様子を，また，図-3 および図-4 に試作品の製造風

景および商品（試作品）をそれぞれ示します． 

 

   

(a) バガス灰(上)，バガス(下) (b)バガスの引張試験 

図-1 バガス・バガス灰およびバガスの引張試験の様子 

※引張試験は，琉球大学工学部柴田教授・神田准教授の研究室の引張試験機

を使用させて頂きました．ここに記して感謝の意を述べます． 

 



 

(a) 圧縮強度試験結果 

  

(b) 圧縮試験の様子 

図-2 圧縮強度試験結果および試験の様子 

 

  

  

図-3 商品（試作品）の製造風景 



 

 

図-4 試作品 

販売価格（税込） 予定価格：直部 1,500円（税込），コーナー部 1,800円（税込） 

販売時期 2021年 6月ごろ 

販売方法 

 

■店頭販売 

 取扱店（ 沖縄県コンクリート二次製品共同組合 ） 

□ネット通販 

□その他 

 （                           ） 

今後の展望  今後は，耐久性に関する性能の確認およびバガスの特徴を活かした

更なる性能向上を図り，縁石以外のコンクリート 2次製品（写真-1参

照）の開発も目指します．また，製造過程の効率化，環境影響評価の

検討および骨材を本島や外国から調達する必要のある離島における

コンクリート製品製造のコスト削減効果についての検討も深め，性能

およびコストの面からも良い商品開発を継続的に進めます．開発した

商品については，沖縄県リサイクル資材評価認定制度（ゆいくる）で

の認定を受ける予定です．なお，バガスを用いた同様の配合にて沖縄

県コンクリート二次製品組合の参画企業で製造された製品は，琉球大

学ブランド商品として扱うことを予定しています． 

 本学ループ道路の状況を確認したところ，車道乗り入れ部には段差

があり，人に優しい歩道ではない部分がいくつか確認されました．

SDGs の取り組みとしても本学ループ道路のバリアフリー化が必要と

考えています．このため，「うーじ・ゆいバーサル縁石」の実装とし

て，琉球大学のループ道路での活用も目指しています．  

  

写真-1 インターロッキングブロック（例） 
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Source;
https://www.amazon.in/ESPIRE-
SPICES-Mishri-Cutting-
Crystal/dp/B07VX9DYWG 
(January 11, 2020)

29/30
https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/togyo/kibi/mobile
/documents/seisanjisseki.pdf
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https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/togyo/kibi/mobile/documents/bagasu.pdf

https://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_000983.html

https://shimadenim.com •
•
•

etc.



•
•
•

•
•
•
•

https://www.youtube.com/watch?v=gl3BjTVwoik



Wikipedia

UP



HP

Sustainable Development Goals SDGs



琉球大学農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センターが 

沖縄県内初となる畜産ＧＡＰの認証を取得 

琉球大学農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センターが 2021 年３月１

日付けで、畜産部門の JGAP 認証を取得しました。 
GAP は、Good Agricultural Practices の頭文字をとった言葉で、一般的には「農

業生産工程管理」と呼ばれています。工程管理とは、農産物を作る際に適正な手

順やモノの管理を行い、食品安全や労働安全、環境保全等を確保する取り組みの

ことです。

GAP に取り組むことによって、生産された農産物の安全だけでなく、自然環

境の保全、生産者の労働安全や人権の保護、畜産の場合には動物福祉（アニマル

ウェルフェア）にも配慮し、持続可能な農産物の供給を実現することにつながり

ます。

また、東京オリンピック・パラリンピックでは、選手村などで提供される料理

に GAP の認証を受けた農産物のみが使われることになり、GAP が注目されるよ

うになりました。

しかし、耕種部門と比べて畜産部門では取り組みが遅れているのが現状であ

り、今回、琉球大学農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センターが取得し

た JGAP 認証が畜産部門では沖縄県内初の国際的に通用する GAP の認証取得と

なります。

また、全国的にみても大学で畜産部門の GAP 認証を取得しているところは、

宮崎大学と宇都宮大学だけですので、琉球大学が３校目です。

亜熱帯フィールド科学教育研究センターでは 2018 年に GAP の取り組みをは

じめ、沖縄県畜産振興公社など関係者の協力を得ながら、３年間をかけて JGAP
の認証取得に至りました。

今後は学生の教育はもちろんのこと、沖縄県内における畜産農場のモデルと

して GAP の普及に取り組んでいきたいと考えています。 
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琉球大学農学部附属
亜， 帯フィ ー ルド科学教育研究センタ ー

沖縄県中頭郡西原町千原1番地

認証品目・エ栓ロ． 肉用牛
・ 飼養工程・自給飼料生産工程

認証登録番号： L470000001

認 証 基 準： JGAP農場用管理点と適合基準【家畜・畜産物】 2017

審 査 基 準： JGAP農場用管理点と適合基準【家畜・畜産物】 2017

初回認 証日： 2021年3 月 1 日

有 効 期 限： 2023年2月 28 日

上記経営体がJGAP認証を取得したことを証します。

JGAP家畜・畜産物 2017 JGAP 

a

闘三）工
「食」の安全と信頼を科学でサポートする

SMO 
呻lネ

エス ・ エ臼-門社 神奈川県厚木市上古沢l816 盆＼

証弐今

SMC登録番号 093

代表取締役村田知喜璽



第 10 回スポーツデータ解析コンペティション 審査会 

＜フェンシング部門＞ および ＜卓球部門＞ での優秀賞獲得 

吉田成帆（理工学研究科 M1） 北島栄司（M2） 石木夏実（工学部 B4） 仲宗根慎太（教育学部 B4） 

【概要】 2020 年 12 月 26, 27 日（土，日）にオンライン開催された表題の研究会で工学部の学生チームが

2 部門で優秀賞を獲得しました。 

フェンシング部門には北島栄司くんが令和元年度 9 月期学長記者懇談会で報告した解析技術を応用し、

工学部 4 年の石木夏実さんが考察を深化させました。 

一方、卓球部門では吉田成帆くんが令和 2 年度 11 月期学長記者懇談会で報告した解析技術を適用し、

教育学部 4 年の仲宗根慎太くん（4 月から理工学研究科に院進学予定）と共同で成果を創出しました。 

図 1: 第 10 回スポーツデータ解析コンペティションの概要と今年の提供データ一覧。

https://www.u-ryukyu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/10/5683f686954e8bd95ac993ef013f1ccb.pdf
https://www.u-ryukyu.ac.jp/wp-content/uploads/2020/12/7263169e5f9f664ac1dd6861241fcf6a.pdf
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図 2: スポーツデータ解析コンペティションの大まかなスケジュール。このコンペではデータが

貸与されたら、必ず期日までに書面で成果を提出しなければならない制約がある。また書類審査

の結果次第では審査会から選外となる場合も往々にしてあり、さらに口頭発表に選ばれても各賞

審査基準を満たしていなければ「受賞なし」となる厳しい審査会である。 

図３：フェンシング部門と卓球部門の審査結果。 



 
図 4. 学生主要メンバー (左上から時計回り順)：北島栄司くん、吉田成帆くん、石木夏実さん、

仲宗根慎太くん。 
 

図 5. 卓球部門優秀賞の副賞として頂いた日本ペイントマレッツユニフォーム。チームメンバーの

名前と発表タイトルが背面にプリントされている。 



 
 

 
 
図 6. 審査会当日に使用したスライドのタイトルページ（上がフェンシング、下が卓球部門）。 



図 7. 今回獲得した表彰状と盾（上がフェンシング、下が卓球部門）。



受賞概要 

琉球大学理工学研究科博士前期課程学生４名が内閣府沖縄総合事務局主催の「第２回省
エネチャレンジカップ」において次のような受賞を果たしました。
優秀賞   仲泊 明徒 
琉球セメント賞 磯村 亮太 
拓南製鐵賞   高橋 宏輔 
沖縄電力賞   屋比久 哲也 

第２回の省エネチャレンジカップでは、沖縄県におけるより一層の「省エネ意識」の啓発、
持続可能な沖縄をつくるためのヒントを生む場として開催されました。今回の募集テーマ
は、沖縄の気候風土に適した省エネ対策提案を若年層(大学生、大学院生、高等専門学校生、
専門学校生)から多数応募されました。応募された優秀提案を幅広く広報することで、より
科学的・効率的な省エネの取組みを通じて地球温暖化対策を図ることが開催の目的です。 
優秀賞を獲得した仲泊君の提案は井戸で利用できる冷水を夏季に活用することでクーラ

ーの消費電力を大幅に低減する提案内容です。沖縄県の夏季は高温多湿のため、室温を低下
するだけでは快適性を維持できないため、湿度を低下させることが大きなポイントとなり
ます。そこで、井戸の冷水を活用する事でクーラーの消費電力を大幅に低減できるアイデア
を提案し、今回の受賞につながりました。 

【関連ホームページ URL】 
http://www.ogb.go.jp/keisan/ene-cup/2020ene-cup 
http://www.ogb.go.jp/keisan/3353/20210217_01 

【送付資料】今回受賞した各賞の賞状 

http://www.ogb.go.jp/keisan/3353/20210217_01
総務部総務課広報係01
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第2回省エネチャレンジカップ提案書
応募者名またはチーム名 仲泊明徒
代表者名（チーム応募の場合）
連絡先住所 〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原1番地
TEL：080-8388-2717
E-mail：nakadomari.a@gmail.com

１．提案名 地下水と太陽光発電を利用した輻射式冷房システム

２．所 属
（該当する番号に〇をつけて下さい） １．大学生 ２．大学院生 ３．高等専門学校生 ４．専門学校生

３．参加者名
（チーム応募の場合全員の氏名を記載して下さい）

仲泊明徒

4.応募動機 省エネの為、エアコンより消費電力の少ない冷房システムが必要だと考えました。

5.省エネチャレンジカップを
知ったきっかけ １．チラシ ２．ホームページ ３．学校 ４．友人・知人 ５．沖縄総合事務局 ６．その他（ ）

１．「沖縄の気候風土に合った省エネ対策」提案をご記入ください。
２．提案を実行することで期待される省エネ効果等について、根拠を提示しながら具体的にご記入ください。
３．提案の背景、特徴、対象者、独創性等について具体的にご記入ください。

あなたが考える「沖縄の気候風土にあった省エネ対策」を次ページよりご記入ください。必要に応じて参考資料の添付も可能です。
また、応募提案は返却しませんので、必要な方は提出前にコピー等をお取りください。
※下記の事項に関して、スライドの追加は可能ですが、全体で５枚程度に収まるようにご提案ください。
※応募する提案は公表されることを前提として作成すること。

【提案内容】



「沖縄の気候風土にあった省エネ対策」提案内容
１．「沖縄の気候風土に合った省エネ対策」提案をご記入ください。

地下水と太陽光発電を利用した輻射式冷房システム

総務省の統計によると、沖縄県では夏の電気代が全国的に
高い傾向にあり、冬の電気代の約1.5倍にもなる。これは沖縄
の高温多湿な夏の気候に起因する冷房使用の増加が大きく関
係していると考えられる。

一方、画期的な省エネ空調設備として、輻射式冷暖房シス
テムが市販されており、エアコンの冷媒を活用した統合シス
テム等が提案されている。しかし、輻射式冷暖房システムを
稼働するためには室温より低い温度の冷媒を循環させる必要
があり、既存のシステムでは冷媒冷却の為の電力消費が生じ
る。

そこで本提案では、地下水と太陽光発電を利用した輻射式
冷房システムを提案する。太陽光発電の電力によって地下水
をくみ上げ、輻射パネル内に循環させることで輻射式冷房シ
ステムを稼働する。地下水は年間を通して一定の温度にあり
（沖縄では23℃前後）夏の室温と比べて十分低温であるほか、
輻射パネルによる冷房では結露による除湿効果も期待できる。
さらに、低消費電力のサーキュレーターを併用し、輻射パネ
ル周囲の空気を循環させることで、冷房・除湿効果を高める
ことが出来る。

本システムでは、導入した設備を利用して災害時に電力や
飲料水を確保するといった応用も検討することができ、災害
に対するレジリエンス強化にも繋がる。

輻射パネル
太陽光発電&地下水

地下水を循環

ドレン

※非常時は
ライフライン
として活用

サーキュレーター
除
湿
・
冷
却
効
果



２．提案を実行することで期待される省エネ効果等について、根拠を提示しながら具体的にご記入ください。

【前提条件】

期待される省エネ効果

【省エネ効果】

・有効性の確認は、7月のエアコン使用時の消費電力量と提案システム使用時の消費電力量の比較によって行う。
・ある住宅の7月のエアコンの平均消費電力を500Wと仮定する。
・エアコン・提案システムの稼働時間は一日あたり12時間と仮定する。
・サーキュレーター・くみ上げポンプの平均消費電力をそれぞれ20W・50Wと仮定する。
・提案システムの場合、雨天時は系統電力によってポンプを稼働する。
・沖縄気象台によると7月の日照率40％以上（晴天）の日数の平均は24日。

前提条件を踏まえ、7月のエアコン使用時の消費電力量と提案システム使用時の消費電力量を比較する。
エアコン使用時の7月の消費電力量＝平均消費電力500W×稼働時間12h×30日＝180kWh
提案システム使用時の7月の消費電力量＝サーキュレーター消費電力20W×12h×30日+ポンプ消費電力50W×12h×6日＝10.8kW
7月における省エネ効果は180－10.8=169.2kWh

提案システムによって、7月の省エネ効果は169.2kWhとなり、エアコン使用時と比較して冷房の消費電力量が約94％減少する。
また、沖縄電力の報告によるCO2排出係数によりCO2排出量に換算すると、7月のCO2の排出抑制効果は約133kgになる。
これはスギの木10本が1年間に吸収するCO2量に匹敵し、本提案により大きな環境効果が期待できるといえる。



３．提案の背景、特徴、対象者、独創性等について具体的にご記入ください。 ※枠内の大きさは、記入量によって適宜調整ください。

沖縄県における夏の電力消費の最たる原因は冷房の使用である。輻射冷暖房パネルによる冷暖房システムが商品化されているが、エアコンとの組み合
わせやヒートポンプを使用して冷媒の温度管理をすることから、電力消費が発生してしまう。このため、より電力消費の少ない輻射冷房システムが実現す
れば、更なる省エネが期待できる。 輻射冷房システムを活用するためには、外気温より低い温度の冷媒が必要である。従来のシステムでは、エアコンや
ヒートポンプと組み合わせることにより冷媒を供給していたが、これらを使用しない場合、冷媒の調達先が問題となる。そこで、本提案では地下水に注目し
た。地下水は一般的に年間を通して一定の温度であり、沖縄では平均23℃である。このため、沖縄の30℃を超える夏の外気温に対して十分に低温で
あり、輻射冷房システムで利用可能であると目される。住宅に井戸を掘り、太陽光発電の電力を利用した揚水ポンプによって地下水をくみ上げ、輻射冷
房パネルへ供給する。これにより冷房・除湿効果が得られる。さらに、サーキュレーターを併用し輻射パネル周囲の空気を循環させることで、
冷房・除湿効果を高めることも可能である。これらのシステムが実現すれば、エアコンを使用しない夏の沖縄の屋内としてはかなり快適な住
環境となると考え、本提案に至った。

提案の背景

エアコンやヒートポンプを使用しないことから輻射冷房パネル自体の寿命が長く、消費電力を必要としない。
低消費電力のサーキュレーターを併用し輻射パネル周辺の空気を循環させることで、冷房・除湿効果の大幅な改善が期待できる。
井戸や太陽光発電設備を災害時の電力・飲料水供給源として利用可能とすることで住宅自体のレジリエンスが強化される。

特 徴

一般住宅、その他施設等

対象者

晴天時の日中はエアコンを一切使用せずに冷房・除湿が可能となっている。
太陽光発電設備や地下水利用設備のライフラインとしての利用による住宅の災害耐性の向上が考慮されている。

独創性

輻射冷房パネル・太陽光発電設備・井戸設置などの初期費用が必要となる。

課題



第2回省エネチャレンジカップ提案書

１．提案名 スマートメーターを用いた電力情報の見える化の活用法

２．所 属
（該当する番号に〇をつけて下さい） １．大学生 ２．大学院生 ３．高等専門学校生 ４．専門学校生

３．参加者名
（チーム応募の場合全員の氏名を記載して下さい）

屋比久 哲也

4.応募動機 全国で普及が進められているスマートメーターを用いて電力情報を見える化することでリアルタイムで消費
電力を確認することができ、これは消費電力の大きい家電の把握やお年寄りの見守り機能に役立つ。
各家庭が電力情報を把握し、節電を行うことで大きな省エネ効果が期待できると考える。

5.省エネチャレンジカップを
知ったきっかけ １．チラシ ２．ホームページ ３．学校 ４．友人・知人 ５．沖縄総合事務局 ６．その他（ ）

１．「沖縄の気候風土に合った省エネ対策」提案をご記入ください。

２．提案を実行することで期待される省エネ効果等について、根拠を提示しながら具体的にご記入ください。

３．提案の背景、特徴、対象者、独創性等について具体的にご記入ください。

あなたが考える「沖縄の気候風土にあった省エネ対策」を次ページよりご記入ください。必要に応じて参考資料の添付も可能です。

また、応募提案は返却しませんので、必要な方は提出前にコピー等をお取りください。

※下記の事項に関して、スライドの追加は可能ですが、全体で５枚程度に収まるようにご提案ください。

※応募する提案は公表されることを前提として作成すること。

【提案内容】

応募者名またはチーム名 屋比久 哲也

代表者名（チーム応募の場合）なし

連絡先住所 〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町宇千原1番地

TEL：098-895-8686

E-mail：k208537@eve.u-ryukyu.ac.jp



「沖縄の気候風土にあった省エネ対策」提案内容

１．「沖縄の気候風土に合った省エネ対策」提案をご記入ください。

30分ごとの測定ではおおまかな電力情報しか把握できないため、実生活で省エネルギーに活用することは
難しい

【スマートメーターとは】
・電力使用量をデジタルで計測する電力メーター
【特徴】
・30分ごとに電気使用量を計測し、データを電力会社に送信できる。
・HEMS(ヘムス)と呼ばれる専用機器を取り付けると家庭の電力情報
をモニターやスマホアプリで閲覧することができる。
・普及率は2024年度に100%になることが目標とされ無料で設置が
行われている。
【アナログ電力メーター】
・月一回の検針で算出された電気使用量の請求書でしか確認できず、
いつ、どのくらい使用しているか把握できない。

問題点

スマートメーター アナログ電力メーター

・Raspberry Pi(ボードコンピュータ)を用いて30秒間隔で測定し、消費電力に大きく影響を与えている家電や
時間帯を把握することで節電効果があり、省エネに貢献できる。
・消費電力から生活スタイルを把握し、利用状況から異変を知らせることで離れた家族の見守り機能役立つ。
・電力会社が提供する電力情報より、各家庭が協力することで起動する発電機の台数や石油・石炭使用
の削減、運用効率の向上につながる。

提案



２．提案を実行することで期待される省エネ効果等について、根拠を提示しながら具体的にご記入ください。

・スマートメーターから30秒間隔で電力情報を測定し、Raspberry
Pi(ボードコンピュータ)でグラフ(図1)を出力することでリアルタイムで使用
状況を把握できる。
・図1より夕方以降の使用量が多いことがわかる。
・電力情報の「見える化」により節電すべき箇所がすぐにわかる。
例：洗濯乾燥機や食器乾燥機などの消費電力の大きい機器を電気

料金が安い時間帯に使用
・毎日消費電力量を把握することで節電へのモチベーションにもつながり、
蛍光灯やエアコンのつけっぱなし等を減らすことができる。

・離れた家族の電力情報から使用パターンを把握し、いつもと違う使用
があった場合はメールやアプリなどで知らせることができる。

・沖縄電力が提供する需給状況(図2)から使用電力と使用率を確認す
ることができる。
・電力会社が効率的な発電機運用を実現するために電力を増加または
抑制したい時間帯を知らせることができれば、県全体で協力することで石
油・石炭使用の削減、運用効率の向上に貢献できる。

図2.需給状況
出典：沖縄電力

図1.測定した瞬時電力

期待される省エネ効果
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キーボード

測定イメージ

その他に期待される効果

【Raspberry Pi】
・電力情報を測定し、グラフをリアルタイムで出力するためには
Raspberry Piを用いたプログラミングが必要である。

・Raspberry Piは教育用コンピューターとして開発されたため、
価格は一万円以下でありノートパソコン等と比べてリーズナブルで
ある。

・ネットワークに接続可能であるため、動画、写真、音楽の視聴、
文書や様々なデータの共有が可能である。

・習得が比較的に容易でわかりやすいプログラム言語「Python」
で制御できるため、中高生のプログラミング学習への興味、関心
を高めることができる。

・小中学生向けのAI, IoT,データサイエンス教育において有用な
システムとなりえる。

・LinuxベースのOS習得も可能である



３．提案の背景、特徴、対象者、独創性等について具体的にご記入ください。 ※枠内の大きさは、記入量によって適宜調整ください。

全国で普及が進んでいるスマートメーターは、電力会社が提供する電力情報は30分間隔でしか確認できない。
スマートメーターからRaspberry Pi(ボードコンピュータ)で30秒単位の測定をすることでリアルタイムで消費電力を
把握し、節電や省エネの意識づけを行うことができる。
電力会社の提供する電力情報をもとに各家庭が節電を行うことで、発電所で使用する石油・石炭の削減、運
用効率の向上に貢献できる。

提案の背景

・家庭の電力情報を30秒単位で確認することができる。そのため、リアルタイムで消費電力を把握することで節電・
省エネにつながる。
・消費電力から生活スタイルを把握し、利用状況から異変を知らせることで離れた家族の見守り機能になる。

特 徴

一般住民

対象者

各家庭が電力情報を把握し電気の使い方を考え直すことで、化石燃料の無駄な消費を抑え、沖縄県全体で
省エネを行うことができる。

独創性













地球科学研究のアウトリーチ事例 

―日本トランスオーシャン航空機内誌“Coralway”特集「『ジオ琉球』の旅」― 

尾方隆幸

研究・教育・社会貢献のリンク 

国立大学に勤める研究者教員にとって，研究・教

育・社会貢献の業務は不可分のものである。筆者は，

教育学部，理工学研究科，島嶼防災研究センター，

さらに総合環境学副専攻のさまざまな業務にあた

っており，アジア・オセアニアなどで地形学の研究

を進める一方で，その教育へのフィードバックを

行い，地球科学（地理学および地質学）的な魅力を

一般の方々に発信するアウトリーチ活動も続けて

きた。アウトリーチに関する代表的な報告として

は尾方（2011，2017，2019，2020）などがある。 

地方国立大学に，その地方に根差した研究・教

育・社会貢献が強く求められることは論を待たな

いが，地球科学，とくに地誌学（Regional geography）

や地史学（Historical geology）のセンスで行うアウ

トリーチは重要である。それらの分野の専門家は，

その土地を分析的に理解するスペシャリストであ

るとともに，その土地を総合的に理解するジェネ

ラリストでもあり，俯瞰的なセンスに優れている。 

特集「『ジオ琉球』の旅」の概要と経緯 

琉球大学が包括連携協定を結んでいる日本トラ

ンスオーシャン航空の機内誌（2021 年 3-4 月号）

において，地球科学者として，特集「『ジオ琉球』

の旅」（合計 14ページ）の監修と執筆を行った。特

集は，見開きの扉に続き，冒頭の概説「琉球の島々，

その成り立ちを探る旅へ」，個別の事例として「南

大東島」「与那国島」「久米島」，さらに「沖縄本島

地形注目ポイント」で構成されている。 

編集長によれば，もともと地球科学をテーマに

した本格的な特集を企画したいという意図があり，

テレビ番組の影響などで地理や地質のファンが増

えている現状から，タイミング的にふさわしいと

考えたとのことである。地球科学に関連する特集

としては，2005 年 1-2 月号の「島々の成り立ちを

探る」があったが，新たな知見を踏まえた特集が望

まれていた。2017 年 7-8 月号の特集「幻の島へゆ

く」で地形学的な解説に取材協力した経緯もあり，

筆者に依頼があった。 

沖縄に特化した機内誌としては，いかに多角的

に沖縄を扱うかが求められる。地球科学的な魅力

は，その一角として価値が評価されたのであろう。 

地球科学をベースにした「自然史探求の旅」 

日本トランスオーシャン航空の社長は，今回の

特集を「自然史探求の旅」と表現している。研究者

としての筆者の意図も，まさにその通りであって，

琉球弧の新たな科学的魅力を伝える機会になった。

将来的には，自然史をテーマにした国立の博物館

を沖縄につくるという話題もあり，沖縄の未来に

新しい可能性を拓く特集になったといえよう。 
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図 1  日本トランスオーシャン航空機内誌 "Coralway" 2021年 3-4月号（清明号）の表紙および概要の説明．

表紙の写真は与那国島の「久部良フリシ」に露出する風化した八重山層群の砂岩．表紙の地形は，

日本地球惑星科学連合 2019年大会で発表された地形学的研究に基づき，特集で解説されている． 

URL: https://friends-coralway.jp/ 

 

 

図 2  日本地球惑星科学連合 2019年大会のポスター．英語セッション "Geomorphology" で発表された． 

URL: https://confit.atlas.jp/guide/event/jpgu2019/subject/HGM03-P01/detail 

https://friends-coralway.jp/
https://confit.atlas.jp/guide/event/jpgu2019/subject/HGM03-P01/detail
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